
質問 調　査　項　目
とても
思う 思う

あまり
思わない

思わない わからない

1 お子さんは、学校に行くことを楽しいと感じている。
30.4
27.4%

58.9
51.6%

7.9
11.2%

2.8
2.3%

0
7.4%

2 学校行事に積極的に取り組んでいる。（体育祭、合唱祭、校外学習等）。
50.7
25.1%

43.2
60.5%

3.8
4.2%

2.3
0.9%

0
9.3%

3
あいさつ、礼儀作法、時間を守るなど基本的な生活習慣が身に付いている。（日常の生
活指導、情報モラル教室、セーフティ教室、SNSルール）

37.0
34%

55.6
53.5%

6.0
3.3%

1.4
2.8%

0
6.5%

4
いじめ等がなく、思いやりをもって相手の立場に立って考えたりすることができてい
る。

40.9
16.3%

55.3
59.1%

2.8
15.3%

0.9
4.2%

0
5.1%

5
学校は、授業規律が保たれ、工夫した授業が行われている。（本時の目標、調べ学習、
話し合い、発表、振り返り活動）。

29.9
25.1%

59.7
60%

10.0
10.7%

0.5
0.9%

0
3.3%

6 学校は、タブレット等のICT機器を活用した授業を積極的に行っている。
26.5
27.4%

56.1
57.2%

16.3
12.1%

1.0
1.9%

0
1.4%

7
各教科の評価・評定のつけ方の説明がなされ、理解している。（教科評定説
明会）

25.1
47.4%

59.4
34.9%

11.6
11.6%

3.9
1.9%

0
4.2%

8
学校は、生徒の体力の維持・向上に努めている。（保体授業、スポーツテス
ト、部活動）

28.4
43.7%

59.3
45.6%

11.3
6%

1.0
2.8%

0
1.9%

9 お子さんは「食」の基本的知識や正しい食習慣を身に付けている(給食、家庭科授業)。
23.6
28.4%

63.9
58.1%

11.1
7.9%

1.4
0.9%

0
4.7%

10
学校はキャリア教育・進路指導を丁寧に行っている。（上級学校調べ、職業調べ、職場
体験、進路講演会、三者面談）

29.2
37.2%

58.9
51.6%

10.5
4.7%

1.4
1.9%

0
4.7%

11
学校は、生徒・保護者の悩みや相談によく対応している。（電話、面談、教育相談週
間、スクールカウンセラー、心のふれあい相談員等）

27.4
41.9%

53.3
47.4%

17.3
3.7%

2.0
1.9%

0
5.1%

12 学校は清掃が行き届き、環境美化が整っている。
38.7
23.7%

57.1
50.7%

3.8
7.9%

0.5
2.8%

0
14.9%

13
お子さんは、部活動に意欲的に取り組んでいる。（入っていない場合は「わからない」
を選択）

52.9
20.9%

35.0
59.5%

8.3
10.2%

3.9
4.7%

0
4.7%

14
学校は、地域と連携をよく図っている。（三涼祭、合同防災訓練、職場体験、部活に挑
戦、部活動指導員、百人一首大会、餅つき大会、青少年育成テニス・野球・サッカー大
会、ゆうゆうロードナイトバザール、栄町盆踊り等）

46.9
29.8%

47.8
59.5%

4.8
2.3%

0.5
2.3%

0
6%

15 学校の様子は、たよりやホームページ等でよく知らせている。
41.5
21.9%

49.5
60.9%

8.0
8.8%

0.9
3.3%

0
5.1%

〔保護者評価について〕
全体としては、昨年度と比べ肯定的な評価が多くなっています。「とても思う＋思う」が80％以上の項目が15項目（昨年度
15、一昨年度は12項目）です。また、「あまり思わない＋思わない」が15％以上の項目が2項目（⑥⑪）（昨年度は2、一昨年
度は3項目）という結果です。
（１）問３「挨拶・礼儀作法等の基本的生活習慣の確立」について。生徒が生き生きと学ぶための基本的生活習慣の確立を
図るとともに「思いやりのある人」の育成と学力の向上を目指し、小中連携（開二小・開三小）を推進していきます。また、家
庭・地域と連携し生徒が自己実現を図る上で必要な自己管理能力の育成を目指します。93％（昨年84％、一昨年87％）
（２）問６「タブレットの活用」について。生徒の回答(86％)に比べると少し低い(83％)です。より一層、デジタル教科書、生徒
タブレットを活用し、分かる授業、主体的・対話的で深い学びのある授業を推進していきます。
（３）問７「評価・評定」について。年々肯定的回答が増えてきています。学習指導要領に基づき、「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点で実施されています。1学期の教科評定説明会へできるだけ多く参加
していただくとともに、三者面談等の機会に評価の内容、各教科の評価・評定の仕組みを丁寧に説明します。85％（昨年
75％、一昨年71％）
（４）問１０「キャリア教育」について。88％（昨年89％、一昨年89％）。今年度も実施内容が充実しました。学年別に見ると、
１年85(昨年93)％、２年88(昨年84)％、３年90(昨年87)％でした。
（５）問１1「面談や相談対応」について。81％（昨年89％、一昨年76％）。裏面の生徒アンケートに比べ、低い数値となって
います。学校は相談しやすい環境作りに努めながら、不安や悩みがある場合は些細なことでも身近にいる大人に相談する
よう指導しています。ぜひ、ご家庭で心配なことがあれば三者・二者面談期間に関わらずお気軽にご相談ください。限られ
た時間内での相談が難しいことがあると思いますが、担任・学年教員を中心に、スクールカウンセラー、心のふれあい相談
員、特別支援教室専門員、生活支援員及び主任児童委員等との連携を図り、一人一人の生徒の支援を行っています。ま
た、生活アンケートを定期的に実施し、課題への迅速な対応を図っていきます。加えて、HP等で関係機関窓口を紹介して
おります。
（６）問１３「部活動」について。生徒の意欲的な取組が表れており88％（昨年80％、一昨年89％）、基本方針は継続してい
きます。ガイドラインに沿って活動時間と内容の充実を図っていきます。
（７）学習指導について。
　・学習のねらい・見通しをもって、主体的に取り組む力が身に付く授業を実践していきます。
　・自分の学びを振り返り、次の学びや生活に生かす力を育む授業を実践していきます。
　・周囲と共に考え、学び、新しい発見や豊かな発想が生まれる授業を実践していきます。
　・英語・数学少人数指導を効果的に実施し、基礎・基本を定着させ学力の向上を図ります。
　・外部人材を活用した地域未来塾（放課後学習教室）で、生徒の基礎的な学力の定着を図ります。
                                                                                                        ※「生徒評価」は裏面に掲載します。

　新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
さて、今年度も学校評価アンケートにご協力いただきまして誠にありがとうございました。
１年生49名、２年生75名、３年生69名、計192名（53.0％）の保護者の方から回答をいただきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　上段：今年度　　　下段：昨年度

「より良い学校づくりを目指して」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校 長　　堀　健一

このお便りは、学校ホームページにも掲載いたします

◆たくましい人◆考える人◆心豊かな人◆助け合う人 練馬区立開進第三中学校

＜ 第9号 ＞

令和７年１月１５日



質問 調　査　項　目 とても
思う 思う あまり

思わない
思わない わからない

1 学校に行くことが楽しい。
43.4
66.5%

44.3
31.3%

10.0
1.1%

2.3
0.3%

0
1.1%

2 学校行事に積極的に取り組んでいる。（体育祭、合唱祭、校外学習等）
48.1
60.1%

42.3
27.1%

8.0
8.6%

1.6
1.7%

0
2.5%

3
挨拶、礼儀作法、時間を守るなど基本的な生活習慣が身に付いている。（日常の生活指
導、情報モラル教室、セーフティ教室、SNSルール）

44.2
67.6%

45.8
25.2%

9.0
3.9%

1.0
0.8%

0
2.5%

4
いじめ等がなく、思いやりをもって相手の立場に立って考えたり、協力し合ったりして
学校生活を送っている。（新規質問） 56% 36% 7% 0% 0%

5
先生は、授業規律を保ち、一方的な説明型ではなく工夫して授業を行っている。（本時
の目標、調べ学習、話し合い、発表、振り返り活動）

51.0
68.1%

42.3
27.7%

5.1
2.2%

1.6
0.6%

0
1.4%

6 先生は、タブレット等のICT機器を活用した授業を積極的に行っている。
49.7
64.5%

36.6
28%

12.1
3.9%

1.6
1.1%

0
2.5%

7 私は、各教科の評価・評定のつけ方を理解している。(新規質問) 43% 41% 12% 3% 0%

8 私は、体力の維持・向上に努めている。（保体授業、スポーツテスト、部活動）
49.5
55.4%

32.2
31.6%

13.9
6.4%

4.4
1.7%

0
5%

9 私は、「食」の基本的知識や正しい食習慣を身に付けている。（給食、家庭科授業）
42.5
66.2%

43.8
28.8%

12.4
2.2%

1.3
0.8%

0
1.9%

10
私は、将来の生き方について考えたり、先生や友達、家族と話し合ったりしている。
（上級学校調べ、職業調べ、職場体験、進路講演会、三者面談）　　（新規質問） 40% 38% 19% 4% 0%

11
先生は、生徒の悩みや相談に親身になって応じている。（電話、面談、教育相談週間、
スクールカウンセラー、心のふれあい相談相談員等）

46.2
55.1%

39.9
33.5%

11.2
7.2%

2.6
1.7%

0
2.5%

12 教室・廊下、校庭など校内の清掃が行き届き、環境美化が整っている。
43.5
57.6%

46.0
34.3%

9.2
5%

1.3
0.8%

0
2.2%

13
私は、部活動に意欲的に取り組んでいる。（入っていない場合は「わからない」を選
択）

58.5
57.3%

31.6
34.6%

7.1
2.5%

2.8
0.8%

0
4.7%

14
私は、各行事参加を通して地域社会の一員として自覚をもっている。（三涼祭、合同防
災訓練、職場体験、部活に挑戦、百人一首大会、餅つき大会、青少年育成テニス・野
球・サッカー大会、ゆうゆうロードナイトバザール、栄町盆踊り等)

45.6
74.5%

39.2
19.7%

12.9
3%

2.3
1.1%

0
1.7%

 

　　　　生徒アンケート（全学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段：今年度　　　下段：昨年度

〔生徒評価について〕
肯定的な回答が全て８割超ではあるものの、昨年度と比較して「とても思う」が減少しています。学年別では、偏りは見られませ
んでしたが、より良い回答に移行するよう工夫・改善を検討していきます。
（１）上記には掲載していませんが、「先生は授業のねらいを示し、生徒の興味を引き出し、よくわかるような授業を行っていま
すか」に対する教科別の肯定的回答の全校平均は90.5％でした（教科別の回答は82～97％(昨年度69％～97％）)。また、問
５の授業規律と授業の工夫についての回答（93.3％）も踏まえ、今後も教員間で授業を見せ合う等切磋琢磨して改善に取り組
み、主体的・対話的で深い学びにつながる授業となるように指導力の向上を図っていきます。
（２）問３の「基本的生活習慣」について。肯定的回答は90％でした。引き続き、自分を見つめ、自己実現の達成に向けて努力
すること、挨拶や時間を守ること、責任を果たし周囲と協力する態度を育成していきます。
（３）問４「いじめ、思いやり]について。肯定的回答93％です（１年86、２年96、３年94）。生徒会の友愛宣言やふれあいリーダー
の取組、特別の教科道徳で触れている「開進三中道徳スタンダード６項目」など、計画的・組織的な取組の成果が表れていま
す。今後も、道徳科を要として、全ての教育活動を通じて、道徳的な心情、判断力、実践する意欲と態度を養っていきます。ま
た、１学年が86％と一番少なく、日々の生活や行事等を通じてこの部分を高めることが必要と感じます。
（４）問７「評価・評定の説明」について。肯定的回答が84％です。評価・評定の仕組みを理解し学習活動に取り組んでいること
が伺えます。指導と評価が一体となるよう、評価計画に沿って適切かつ十分な記録を集め、学習・評価活動を進めていきま
す。
（５）問９「食育」について。肯定的評価が86％（昨年度94％）。配布プリント（お便り・献立表）で給食を紹介することに取り組ん
でいます。引き続き、家庭科の授業、給食を通して食の基本的知識や食習慣に関する指導を充実させていきます。
（６）問１０キャリア教育について。肯定的評価77％です。自己理解を図り、自己の特性に自信をもたせ、望ましい勤労観・職業
観をもたせて人間関係形成能力の育成を目指します。また、地域の協力を得ながら、職場体験や進路講演会を工夫・実施す
るとともに、将来の生き方について考える機会となる話し合い活動に重点を置いた取組を進めていきます。(１年75％、２年
74％、３年83％)
（７）問１１「教育相談活動」について。肯定的評価が86％（昨年度88％）。生徒は大きな不安なく学校生活を過ごせている様子
が伺えますが、教師が教育相談的な手法を身に付け、より生徒理解を深めながら信頼関係をつくり、相談活動を行い、肯定
的回答がより100％に近づけます。

※保護者の皆さま、ご協力いただきまして誠にありがとうございました。学校の様子が分からず回答しにくいものも
あったかと思いますが、これからもできるだけ学校に足を運んで頂き、少しでも距離を縮めてもらえると嬉しいです。
引き続き、学校公開の機会を設けていきますので、ご参観くださいますようお願いいたします。
※今回の保護者・生徒からの学校評価を踏まえて学校評議員会においてもご意見をいただき、来年度の教育課程
編成を行っていきます。



読書旬間 

 

            

 

 

 

           

部活に挑戦（屋内） 

 

 

 

 

 

  

あいさつスマイルクリーン運動  

読書旬間は図書委員を主体とし、生徒や教職員に本に触れる機会を提供する目的で実施して

います。毎年、図書委員と教職員でおすすめの本を紹介するＰＯＰを作成し、「読書の木」と

して展示します。本年度は１１月２２日～１２月１７日の期間で実施し、５９０冊貸し出しま

した。 

１２月１４日におやじの会が中心となり、屋内の部活動（バレーボール部、バスケットボー

ル部、卓球部、吹奏楽部、将棋部）に保護者、教員も加わり挑戦しました。当日は、都大会の

出場により屋外の部で中止となった、サッカー部にも挑戦いたしました。将棋部においては、

おやじの会の方と将棋部の部員による２時間におよぶ激戦が繰り広げられました。 

美化委員が中心となって全校か

らボランティアを募集し、地域の

方々と一緒に、学校の落ち葉などを

集めました。美化活動を通して、地

域の方と交流することができまし

た。年末の寒い中、参加していただ

きありがとうございました。 


